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編　集　後　記

少し遅くなりましたが、『西洋古代史研究』第 22 号をお届けします。2022 年 2 月のロシ
アによるウクライナ侵攻は世界に激震を与え続けています。ヘロドトスのスキタイ誌や黒
海北岸の遺跡、また「第三のローマ」としてのモスクワという理念を持ち出すまでもなく、
戦地は古代史研究のフィールドであります。多大な関心を持って経過を見守りたいと思いま
す。また、コロナ禍が丸 3年となりすでに「日常」となって久しいですが、新しい息吹が聞
こえはじめています。学生・院生の留学や研究者の海外滞在、さらに海外の研究者の訪日が
再開しています。本号には、スロバキアよりお越しくださったマレク・バビッチ先生とのセ
ミナーの様子を紹介させていただきました。バビッチ先生には、このセミナーでのご報告を
もとにした論説をご寄稿いただきました。厚く御礼申し上げます。（藤井崇）
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